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ＧＰＳ情報 

海底地形・
マップ情報 

波浪・海上風 

APIサーバ 地図サーバ 

サーバシステム
（釣りナビくん） 

スマホアプリ
釣りナビくん 

WWW 
サーバ 

ユーザ管理 

DBサーバ 

共有 

GPS 

＋ 接近 

通過 

判定距離 

警告 

ＧＰＳロガー 

ＦＷⅡ 

やよい 

やよい 

危険海域 

警告 

スマホ 

スマホ 

ＧＰＳ受信間隔の
異なる複数スマホ 

Ｐ１ 

● 使用したスマートフォン 通信キャリア （ＡＵ・ＮＴＴドコモ） 
                  京セラ・ソニー・パナソニック社製の６台 
                  OS:  Android 4.0 
やよい Ａ（５秒）・Ｂ（１秒）・Ｃ（１０秒）    （）内の秒数はＧＰＳ取得 
ＦＷⅡ   Ｄ（５秒）・Ｅ（２秒）・Ｆ（１０秒）    及びサーバー交信間隔 

 
●ＧＰＳデータロガー（環境シミュレーション社製） 
                           

 実験の概要 

A B C 

E F D 
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受信ログと受信遅延等による距離の誤差 

参照番号 スマホＩＤ 受信時刻 

位置情報 

時間差距離 
（ｋｍ） 

やよい Ａ（５秒）・Ｂ（１秒）・Ｃ（１０秒） 

ＦＷⅡ    Ｄ（５秒）・Ｅ（２秒）・Ｆ（１０秒）  

ＧＰＳロガー 

E F D 

ＦＷⅡ 
ＧＰＳデータロガー（１秒）  

受信時刻 同時刻の 
ロガー位置 

平均距離 
（約５ｍ） 
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やよいとＦＷⅡ船間距離の解析に用いた送信ログ 

参照番号
（相手方） スマホＩＤ 

参照時刻 
（送信時刻） 

参照した 
相手方位置 自分の位置 船間距離 

（ｋｍ） 

やよい Ａ（５秒）・Ｂ（１秒）・Ｃ（１０秒） ＦＷⅡ    Ｄ（５秒）・Ｅ（２秒）・Ｆ（１０秒）  
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やよい航跡（約２０ノット） 

ＦＷⅡ航跡（２０～２５ノット） 

13:14:43 

13:14:55 

13:15:07 
13:15:13 

63m 84m 102m 45m 

スマホＥ （ＦＷⅡ ２秒間隔） 

スマホＢ （やよい １秒間隔） 

スマホＣ （やよい １０秒間隔） 

共同実験ｂ＿避航操船実験０ｄｅｇ 一回目 

 ＧＰＳ取得間隔と表示遅延 

実験海域 

(6.1秒） (8.2秒） (9.9秒） (4.4秒） 

スマホＡ （やよい ５秒間隔） 

約95m 
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まとめ 

１．データ送受信による遅延は、１秒未満 
  ただし、サーバーやスマホでの処理負荷が増加 
  すれば、遅延時間は延びると予想される。 
  処理分散が実用化の鍵？ 

 
２．ＧＰＳ誤差と受信遅延等による距離精度は 
  平均５ｍ程度 
  スマホはＧＰＳとして利用可能 

 
３．２０ノット以上で接近する船舶では、ＧＰＳ取得 
  及びサーバー交信間隔は５秒未満が望ましい。 
 
４．３時間程度の利用では、スマホバッテリーの 
  電力消費は取得間隔にかかわらず１／４程度。 
  フル充電すれば、８時間程度の釣行が可能！ 
 

５．危険海域情報等を、緯度経度の数値情報として 
  提供して欲しい。 
  オープンデータ 
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